
  学校だより                          No．１４  令和７年１０月１０日 

 

 

 

              有田町立有田小学校 校長 山口 英一 

半分が過ぎました…。 

先日の中秋の名月は満月ではありませんでしたが、夜空に浮かぶやさしい月を眺めながら、秋の深まりを

感じた方もいらっしゃるのではないでしょうか。気付けば今年度も折り返し地点。子どもたちは、それぞれのペ

ースで学校生活を過ごしています。 

１０月は、行事も学びも盛りだくさんです。子どもたちがたくさんの「できた！」を積み重ねられるよう、見守っ

ていきたいと思います。 

さて、１０月の全校朝会では、次のような話をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たった１秒で言える言葉が、人を笑顔にすることも、救うこともあります。話を聞いた子どもたちが、これから、

誰にどのような「１秒の言葉」を届けたいのかを考えてほしいと思っています。 

有田小 HPの

QR コードは 

こちらです。 

「〇〇の秋」といえば何を思い浮かべますか？ 今日は「読書の秋」ということで、今から２２年前に出版された

『１秒の世界』（山本良一 責任編集）という本の一部を紹介します。少し前の本なので、今読むと情報が古い

部分があるかもしれません。 

さて、チーターは走ると１秒間に、どれくらい走るか知っていますか？ 答えは、28mです。とても速いですね。

他にも、カタツムリは１ｃｍ、トンボは８ｍ、イルカは 13ｍ、ハトは２４ｍ進むそうです。 … 他にも、ハワイが１秒間

に２．９ナノメートル日本に近づいていること、世界で１秒間にテニスコート２０面分の天然林がなくなっているこ

と、１秒間で０．３人が飢えによって命を落としていることなどが書かれていると話しました。 … 

 

これからはみなさんの生活での１秒を考えていきます。ふだんよく使っている言葉のうち、１秒ほどの短い言葉

を思い浮かべてください。「おはよう」や「ありがとう」、「大丈夫？」など、いろいろな言葉があります。「自分の言

葉」や「言葉のもつ力」について考えてほしいと思い、小泉吉宏さんの「一秒の言葉」という詩を紹介します。 

 

「はじめまして」 この一秒ほどの短い言葉に 一生のときめきを感じることがある 

「ありがとう」 この一秒ほどの短い言葉に 人の優しさを知ることがある 

「がんばって」 この一秒ほどの短い言葉で 勇気がよみがえってくることがある 

「おめでとう」 この一秒ほどの短い言葉で しあわせにあふれることがある 

「ごめんなさい」 この一秒ほどの短い言葉に 人の弱さを見ることがある 

「さようなら」 この一秒ほどの短い言葉が 一生の別れになる時がある 

一秒に喜び 一秒に泣く 一生懸命 一秒 

 

私たちが無意識のうちに過ごしている１秒という瞬きほどの短い時間で、人はしっかりと自分の気持ちを伝え

ることができます。たった１秒の言葉が、時には人の心を幸せにします。逆に、何気ない一言が、自分の気付かな

いところで人の心を傷つけることもあります。言葉には大きな力をもっています。 

ほんの１秒でできる挨拶やありがとうの言葉かけで、周りの人と心と心をつないでいきましょう。心温まる、優

しい言葉があふれる有田小学校にしていきたいと思います。 



稲刈りを体験しました（５年） 

９月３０日、５年生が「稲刈り体験」を行いました。鎌を使って稲を一束ずつ

丁寧に刈り取っていきました。初めて鎌を使う児童もいましたが、棚田保存会

の方に教わりながら、手際よく作業をしていました。刈り取ったお米は約６０ｋｇ

だったそうです。 

今後は、調理実習を通して、収穫したお米を味わう予定です。自然や人へ

の感謝の気持ちを大切にしながら、学びを深めていってほしいと思います。 

マイセンより来校 … ３年生・６年生と交流 

１０月６日、ドイツのマイセン市から７名の方が本校に来てくださいました。 

まず、６年生と交流をしました。英語で自己紹介をしたり、お互いに質問

をしたりしました。 

次に、３年生と交流をしました。３年生はこれまでにドイツ語を教えてもら

っているので、自己紹介はドイツ語でしました。最初は緊張気味だった子ど

もたちも、椅子取りゲームをしたり、机上での消しゴムとばしをしたりするこ

とで、言葉が分からなくても気持ちを伝えようとしていました。 

最後に、ランチルームでいっしょに給食を食べました。聞きたいことはあ

るけれど、どのように言えばよいのか戸惑っている子もいましたが、何とか

してコミュニケーションを取りたいという気持ちは伝わってきました。 

給食後に、ドイツの歌を歌ってもらったり、マイセンの子どもたちからのメ

ッセージをもらったりして、交流を楽しむことができました。 

今回の交流で 、「もっとドイツ語（英語）を話せるようになりたい」とか、

「また交流をしたい」などという気持ちが高まった子も多かったようです。

子どもたちにとって貴重な経験になりました。  ※ 交流会の様子は、有田ケーブルテレビで放送されています。 

３年生は２４日に、オンラインでのマイセンの小学校との交流があります。 

「おはようございます」 … 挨拶運動（６年） 

１０月になり、６年生による「朝の挨拶運動」が始まりました。毎朝、玄関

に立ち、登校してくる下級生や先生方に、元気な声で「おはようございま

す」と声をかけています。 

この活動は、６年生が自分たちで話し合い、「学校のためになることをし

よう」と自主的に始めたものです。はじめは少し恥ずかしそうにしていた子

どもたちも、今では笑顔で大きな声を出せるようになり、登校してくる子たち

からも自然と挨拶が返ってくるようになりました。 

朝の玄関に広がる元気な声と笑顔は、気持ちのよい１日のスタートを切るきっかけとなっています。最高学年

として、学校全体を引っ張っていこうとする６年生の姿がとても頼もしく感じられます。 

１０月２３日はお弁当の日です 

昨年度から始まった「お弁当の日」へのご理解とご協力、本当にありがとうございます。今年度も、１０月２３

日(木)と１１月２１日（金）のあと２回実施予定です。朝のお忙しい時間だと思いますが、ご準備をよろしくお願

いいたします。 


